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編集を締めくくる「生い出ずる石」は、「巨像」« colosse » （IV, 84, 85, 87）
と呼ばれる主人公が異国の地で＜根付く＞場所を見出すに至る再生の物語
である。その再生を象徴するかのように、削っても植物のように生長する
石、 « La Pierre qui pousse » が表題に据えられている。 
こうした主人公の再生と植物との連関の背景には、『追放と王国』の構想、





                                                  
1) 本稿は、大阪大学大学院文学研究科「多言語多文化研究に向けた複合型派遣プログラ
ム」（「個人リサーチ」部門）の助成を受けたものである。  
2) Albert CAMUS, Œuvres complètes, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », tome I et tome 
II, 2006 ; tome III et tome IV, 2008. 以下、巻数で略記し、頁数を記す。引用文中の強調は
論者による。 
3) 草稿は、CMS2. Ac3-03.08、タイプ原稿は CMS2. Ac3-02.01、CMS2. Ac3-03.02、CMS2. 
Ac3-03.03（一部のファイル）、CMS2. Ac3-03.04、CMS2. Ac3-03.05 を参照のこと。資料番
号は、Fonds Albert Camus の目録、Inventaire général des manuscrits et dossiers de travail des 
œuvres d’Albert Camus に拠る。貴重な資料の閲覧をお許しくださったカトリーヌ・カミ
ュ氏、閲覧にあたりお世話になったエクス=アン=プロヴァンス市立メジャーヌ図書館の
司書の方々に深謝申し上げる。  
4) CMS2. Ac3-03.08 収録の①から⑬の番号が付された草稿のうち、⑫がこの場面の最初の



























                                                  
5 ) カミュに先立つ仏訳は、1948 年に刊行された以下の一作のみである。 James Grover 
THURBER, La Vie secrète de Walter Mitty, traduit de l'américain par Denise Van Moppès, Paris, 
London : Nicholson and Watson, 1948. Voir Edwin T. BOWDEN, James Thurber : a bibliography, 
Ohio University Press, 1968, p.320.  
6) カミュがアメリカ滞在中に知り合ったミシェル・ヴィナベールは、1952 年 6 月 25 日
付けのカミュ宛ての書簡で、おそらく『最後の花』を指し、「あなたの翻訳気に入りまし
た」と述べている (Albert CAMUS, Michel VINAVER, S'engager? : correspondance (1946-
1957) : assortie d'autres documents, édition établie, présentée et annotée par Simon Chemama, 
Arche, 2012, p.58)。シモン・シュママはこの書簡の注釈で、カミュに『最後の花』を見出
させたのはヴィナベールであること、また、この翻訳は仏訳されたサーバーの最初の書
物であることを指摘している（ ibid., p.101）。しかし、後者は注 5)で示したように誤りで
あり、前者の指摘は根拠が明らかにされていない。ともあれ、極めて貴重な指摘であり、
今後検証していく必要があるだろう。  
7) Catherine CAMUS, Albert Camus, Solitaire et solidaire, avec la collaboration de Marcelle 














った一輪の花のほかは。8)」（図版 1～3 参照 9)） 
サーバーの原文と比較すると、カミュは最


















                                                  
8) James THURBER, La Dernière fleur, Parabole en images, traduit par Albert Camus, Gallimard, 
coll. « folio junior », 1984, pas de pagination. 
9) James THURBER, The Last flower, A parable in pictures, New York and London, Harper & 
Brothers, 1939, pas de pagination. 
10) Voir Herbert R. LOTTMAN, Albert Camus, traduit de l’américain par Marianne Véron, Seuil, 
coll. « Points », 1978, p.19.  






 『最後の花』の翻訳を上梓した 1952 年、カミュは詩人ルネ・シャールと









形 容 詞 に 着 目 し 、 こ の 作 品 を 貫 く 「 世 界 の 絶 え 間 な い 一 新 
« renouvellement » のイメージ12)」を的確に指摘してい
















                                                  
11) 本稿で掲載する写真は、以下の版を使用する（後書きを除き、頁数表記はない）。Albert 
CAMUS, La Postérité du soleil, photographies de Henriette Grindat, itinéraire par René Char, 
Genève, Éditions de l’Aire / Edwin Engelberts, 1986. 
12) Anne PROUTEAU, Albert Camus ou le présent impérissable, Orizons, coll. « Universités / 
Domaine littéraire », 2008, p.86. 
13) 1954 年 3 月 27-28 日付け、『ガゼット・ドゥ・ローザンヌ』紙上のフランク・ジョッ






かったにせよ、« le premier homme » という表現が、この柳の木の映像から
カミュの頭に浮かんだことは特筆に値する。付言すれば、この木は、液体
























冒頭を、« Autour de l’arbre mort »「枯木の周りに」と
記している。さらに資料目録に「1965 年の版の校正原稿か？」と記された
校正原稿（CMS2. Af5-04.05）でも事情は同じである。つまり、シャールに
よって、 « mort » 「枯れた」と正反対の « juvénile »「若々しい」に書き換
えられた可能性が極めて高い。« mort » は、断章末尾の  « mourir »「死ぬ」
                                                  
























ュは冒頭の「砂漠」« Désert » と結末部「雨と















                                                  
17) Walt DISNEY, Désert vivant, Société française du livre, coll. « C’est la vie », 1954, p.60. 



























間ではなく、不確かで困難な黎明の光を浴びた人間である。       （IV, 945） 
 
「世界で最も古い」という最上級、「始まり」« commencements » と「最初」
« premiers »、「太陽」の光というテキスト上の対応により、開花の瞬間と人
間の誕生の瞬間に対応が見られる。興味深いことに、「雨と開花」の初めの

















導き出している。実はカミュは、1950 年と 51 年の初春を、静養のため南
仏のカブリで過ごした折、アーモンドの花を再び見出している。両年 2 月
のマリア・カザレス宛ての書簡には度々この花への言及がある。特に 1950























                                                  
19 ) Albert CAMUS, Maria CASARÈS, Correspondance 1944-1959, texte établi par Béatrice 





















B.樹々の名前を述べるか？                    （IV, 768）  
 
草稿では、このメモは特定の単語を指している訳ではなく、このパッセー
ジの左の余白（CMS2. Af6-01.01, p.25）に、「樹々の名前を述べる」« Dire le 











                                                  










A：他の大きな樹々                       （IV, 887）  
 
ここにもまた、余白に、「他の大きな樹々」« Les autres grands arbres » とい
うメモを記している。草稿（CMS2. Af6-01.03, pp.120-1）を確認したところ、
「ダイオウヤシ」「ココヤシの木」「糸杉」「オレンジの木」の四つが後から
加筆されていた。後者二つには、それぞれ « épais, solides »、« vigoureux » 















イラギ」« houx »、「乳香樹」« lentisques » 、「セイヨウヒイラギガシ」« chênes 
verts » など 8 語書いて削除しており、逡巡の跡が見受けられた。 
また、高校の階段の描写に「生徒の蛮行に対する鉄柵によって守られた
バナナの木と[ ]の植わったやせた庭」（IV, 847）と空白のある箇所がある。
草稿（CMS2. Af6-01.03, p.89）では、« de maigres jardins plantés de bananiers 
                                                  




et de » が行の右端にあり、次行に一語書いて削除し、代わりの単語を記す









































に、« grand »、« vigoureux »、« immense»、












フランスからアルジェリアに渡った際、「この国の住民の生命力  « la 












                                                  
22 ) Jardin Botanique du Hamma (https://www.jardinbotaniqueduhamma.dz/fr/galeries-
photos/archives). 












るにあたり、「それから土地は野生の植生に戻っていった」  « et la région 
























                                                  












意味で、『追放と王国』収録の表題にある « La Pierre qui pousse »、植物の
ように生える奇跡の石は、カミュの作品世界の進展を象徴的に表している
と見なすことができるのである。 
26
